
町生涯学習センター事業 新甲佐町史歴史研修会 

〔兼 熊本県文化財保護協会第 7回文化財研修会〕 

『肥後変成岩と甲佐町に見られるミグマタイト』 

新甲佐町史では、自然環境、生物、原

始、古代、中世、近世、近代、現代、民

俗、緑川の９つのテーマに沿い、甲佐町

の歴史に迫ります。 

今回は、緑川をテーマに選びました。 

日本の地質１００選は、地質学的に見

た日本の貴重な自然資源を観測できる

場所を全国に計１２０箇所選定してい

ます。その内、１１８番目に肥後編成帯 

（緑川左岸の川床に見られるミグマタイト）   があり、本町宮内地区の西原区を流れる緑

川左岸の川床に肥後変成帯に属する変成岩の一種であるミグマタイトと呼ばれる岩

石が見られます。これは、縞状又はレンズ状を示し、部分的に溶けてできたと考え

られます。以上のようなことから今回は「肥後変成岩と甲佐町に見られるミグマタ

イト」と題して解りやすく解説して頂きます。 

皆様、お誘い合わせの上、奮ってご参加下さい。 

 

１ 日 時  令和６年１２月１２日（木） 午後１時３０分開会 

２ 場 所  甲佐町生涯学習センター「輝」ホール 

３ 講 師  市原 靖隆 氏（高森町立高森中学校教諭） 

４ その他  入場無料 

今回は、熊本県文化財保護協会第 7 回文化財研修会も兼ねています。 

主催・問い合わせ 

甲佐町教育委員会 社会教育課  

文化財係 上髙原 奥村 

Tel 096-234-2447 


